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   一
、
審
査
の
総
括
 

　
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
17

年
度
一
般
会
計
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介

護
保
険
、
下
水
道
の
四
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
お

よ
び
付
属
書
類
は
、
い
ず
れ

も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作

成
さ
れ
、
数
値
は
帳
票
と
符

合
し
、
正
確
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
 

 二
、
審
査
の
概
要
 

　
財
政
運
営
の
健
全
性
を
論

ず
る
場
合
、
第
一
に
収
支
の

均
衡
、
第
二
に
財
政
構
造
の

弾
力
性
、
第
三
に
行
政
水
準

の
確
保
・
向
上
が
重
要
な
要

素
と
な
り
ま
す
。
 

　
平
成
17
年
度
の
実
質

収
支
比
率
（
赤
字
団
体

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
も
の
）
は
6.3
％

で
あ
り
、
安
定
し
た
数

値
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

　
次
に
財
政
の
健
全
性
を
示

す
指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比

率
に
つ
い
て
も
、
70
％
以
下

が
適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

70.2
％
で
あ
り
、
財
政
構
造
の

弾
力
性
は
引
き
続
き
保
持
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
当
町
に
お
け
る
公

債
費
負
担
比
率
は
4.2
％
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
0.4
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
ま
し
た
。
以
上
財

政
分
析
の
結
果
、
財
政
の
健

全
性
、
弾
力
性
に
つ
い
て
は

標
準
以
上
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
ま
す
。
 

 三
、
審
査
に
基
づ
く
意
見
 

　
次
に
地
方
公
共
団
体
の
運

営
の
目
的
は
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ

り
、
行
政
の
す
べ
て
の
活
動

が
こ
の
一
点
に
集
約
さ
れ
ま

す
。
町
財
政
が
漸
減
す
る
中
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
今
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
的
確
に
把
握
し
、

地
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い

施
策
が
、
こ
の
厳
し
い
財
政

運
営
の
中
で
、
よ
り
合
理
的

か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
14
年
度
に
行
っ

た
住
民
意
識
調
査
に
基
づ
き

町
議
会
と
執
行
部
の
決
意
と

し
て
、
町
村
合
併
不
参
加
を

決
め
、
自
立
す
る
新
し
い
町

づ
く
り
の
道
を
選
択
し
ま
し

た
。
 

　
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、

湯
沢
町
総
合
計
画
に
則
り
、

後
期
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
基
本
施
策
の
方
向

と
し
て
「
人
が
安
心
し
、
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
、「
人

と
自
然
が
共
生
で
き
る
ま
ち
」
、

「
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
活

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
、「
人
が

育
ち
、
地
域
を
育
む
ま
ち
」
、

「
人
の
営
み
を
支
え
と
も
に

創
る
ま
ち
」
の
五
つ
の
方
向

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
五
つ
の
方
向
付
け
に

基
づ
き
、
今
後
と
も
新
し
い

時
代
に
は
ば
た
く
活
力
あ
る

湯
沢
町
を
目
指
し
て
欲
し
い

と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 

企
業
会
計
 

 一
、
審
査
の
対
象
 

　
水
道
事
業
・
温
泉
管
理
事

業
・
観
光
事
業
・
病
院
事
業
 

 二
、
審
査
の
方
法
 

　
審
査
に
付
さ
れ
た
各
事
業

の
決
算
書
類
が
法
令
の
規
定

に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
か
、

計
数
は
正
確
で
あ
る
か
、
数

値
を
帳
票
と
照
合
、
さ
ら
に

執
行
手
続
は
適
法
か
、
関
係

書
類
に
よ
り
調
査
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
上
で
事
業
全
体
を
と

お
し
て
企
業
の
経
済
性
が
発

揮
さ
れ
、
公
共
の
福
祉
の
増

進
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
審

査
し
ま
し
た
。
 

 三
、
審
査
の
結
果
 

　
各
事
業
の
決
算
は
、
い
ず

れ
も
法
令
に
基
づ
い
て
作
成

さ
れ
て
お
り
、
計
数
は
正
確

で
あ
り
、
そ
の
内
容
お
よ
び

予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
も
、

概
ね
予
算
の
定
め
に
従
っ
て

執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
 

 

四
、
審
査
の
概
要
 

○
水
道
事
業
 

　
営
業
収
益
の
う
ち
給
水
収

益
が
有
収
水
量
の
微
増
に
よ

り
、
前
年
比
308
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
使
用
料
の
滞
納
額
に
つ
い

て
は
前
年
度
よ
り
499
万
円
減

少
し
、
7
千
622
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
給
水
量
が
低
迷
す

る
中
、
今
後
も
担
当
課
お
よ

び
収
納
課
に
よ
り
、
一
層
努

力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 

 ○
温
泉
管
理
事
業
 

　
本
事
業
は
、
昭
和
50
年
よ

り
事
業
を
開
始
し
、
既
に
30

年
を
経
過
し
た
今
、
少
数
特

定
者
を
対
象
と
し
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
よ
り
効
率
的
な

事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
平

成
18
年
4
月
1
日
か
ら
民
営

化
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
会
社
に
あ
っ
て
は
、
貴

重
な
資
源
を
有
効
活
用
し
、

早
い
時
期
に
運
営
が
軌
道
に

乗
る
よ
う
望
む
も
の
で
す
。
 

 ○
観
光
事
業
 

　
営
業
収
益
面
で
は
当
年
度
、

更
に
悪
化
し
、
累
積
欠
損
金

総
額
は
7
億
574
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 


